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新型コロナウイルスのワクチン接種情報（3/19現在）

介護予防のための運動教室

認知症予防のための健康教室

　いつまでも健康な生活を続けるためには、日々の運動が欠かせません。何か運動を始めたい人、健診で
運動を勧められた人など、まずは週１回教室に参加してみませんか？
　運動が苦手な人も専門スタッフがサポートしますので、安心して楽しく健康づくりを始めましょう。

◆費　用　1回100円　
◆申込先　福祉課 介護保険係または地域包括支援センター（宮原福祉センター内）
問 福祉課　介護保険係　☎ 0965-52-5852　地域包括支援センター　☎ 0965-62-3456

教室名 筋力アップクラブ フリートレーニング
対象者 65 ～ 74 歳 75 歳以上

日　時 毎週火曜　13 時 30 分～15 時 30 分 毎週火・木曜　9 時 30 分～ 11 時 30 分

場　所 宮原福祉センター 宮原福祉センター（火曜）野津交流館（木曜）

送　迎 なし あり（野津交流館のみ）

今年度から新たに「認知症予防のための健康教室」をはじめます。
町の保健師と管理栄養士が、あなたの地区の健康づくりを強力サポートします。
◆日　程　6月から翌年3月まで随時（年間を通して1地区3回シリーズで開催予定）
◆内　容　①認知症の学習～認知症って予防できるの？～椅子を使った効果的な脳トレ運動を体験～
　　　　　②食事の学習～食品の紹介、何をどれだけ食べるといいの？～
　　　　　③認知症予防に効果的な野菜を育てて食べてみよう！　育てた野菜を調理・試食します
◆対　象　65歳以上（他の年代の人も参加もできます）老人会やサロンが開催されている地区ごと
◆申　込　各地区の老人会やサロンなどの代表者を通じて健康センターにご連絡してください。
　　　　　※個人で参加したい人はご相談ください。
◆場　所　各地区の公民館
◆時　間　1回あたり約1時間
◆費　用　無料　
　　　　   ※地区によっては調理時の材料代などを徴収する場合があります。
　　　　　その他、詳しくは個別に打ち合わせします。
問 町民課　保健予防係（健康センター）　☎0965-52-7154

町では、国内でのワクチン供給量などを踏まえ、接種開始時期を含めて医師会と調整中です。
予約方法など、詳しくは順次配布される接種券の通知やホームページなどでご案内します。
接種券の配布時期
4月15日（木）以降、①高齢者(令和4年3月31日までに65歳以上になる人)、②高齢者施設等従事者の順で配布予定です。
優先順位
①高齢者施設等の65歳以上の入所者　②高齢者施設等従事者　③町内にお住まいの高齢者
※町外の高齢者施設に入所されている場合は、接種時期が異なる場合があります。
相談窓口
①町のワクチン接種情報について　 町民課 保健予防係（健康センター）　☎0965-52-7154（土日祝日を除く）
②医学的な相談について　　　　    熊本県ワクチンに関する専門的相談窓口　☎096-285-5622（土日祝日も対応）
③ファイザー社のワクチンについて　 ファイザー社新型コロナウイルスワクチン特設コールセンター　 ☎0120-146-744（日祝日を除く）

専門スタッフで
強力サポート！

【お問い合わせ先】 生涯学習課　生涯学習係　☎0965-52-5860

「花いっぱいの竜北中にしよう」と、生徒と学校運営協議会・地域学校協働本部
が連携協働し、10月から取り組んできた花育活動で、約800本の見事な苗が育
ちました。そこで、立志式を終えた2年生が花の苗の植え付けを行いました。

卒業式のころには花でいっぱいの竜中が・・・楽しみですね。
育てた花の苗は役場や竜北西部小学校、竜北東小学校にもプレゼントしました。

2/13　竜北中は花盛り～竜北中学校2年生～

音楽の授業で、氷川中学校の平野先生と植原先生をゲストティーチャーとし
てお招きし、「筝」について学習しました。

和楽器として知られている箏は、古来には花嫁修業のお稽古事の一つとして
芸事を学んでいたそうです。演奏作法として、背筋を伸ばす事や、箏爪の付け方
なども教えていただきました。

実際に一人一人箏を弾いてみると、初めは絃を弾く指に力が入っていました
が、何回も弾いている間にきれいな音色を出せるようになりました。心癒やされ
る音色に、生徒たちは終始笑顔でした。

2/16   美しくも繊細な音色の「箏(こと)」～宮原小学校4年生～

社会福祉協議会の協力のもと、『車いす体験』を実施しました。
まず体育館で『人にやさしい社会』（ユニバーサル）について学習した後、車い

すに乗る人と押す人を体験し、マットの上での押しにくさや、動き出すときや段差
の乗降時には声を掛けることの大切さを学びました。その後、校内や駐車場も車
いすで回りましたが、ほんの少しのスロープや段差でなかなかうまく車いすを扱
えないところもわかり、社協の職員さんにアドバイスをもらいました。

子どもたちからは、「乗っていて少し怖かったです。」、「困っている人への声掛
けも教えてもらってよかったです。」などの感想がありました。

2/22　いろいろわかった車いす体験
～竜北東小学校4年生～

氷川町婦人会の皆さんのご指導のもと、「防災頭巾」を作りました。　
この取り組みは、3年前に婦人会がタオル3枚の防災頭巾を小中学校に寄付

されたことをきっかけに始まり、次の年から小中連携事業の一環として、宮原小
学校の新1年生のために防災頭巾を作っています。

婦人会の皆さんに優しくサポートしてもらいながら針を進めていき、中には時
間内に2枚目を作る生徒もいました。

自分たちの防災意識を高めつつ、新1年生に向けた優しい気持ちで作ること
ができました。

2/22　気持ちを込め一針ずつ縫った「防災頭巾」～氷川中学校2年生～

こんな取り組みをコーディネートしています

　「氷川町地域学校協働本部」は、地域と学校が連携・協働し、町全体で子どもたちの成長を支えるととも
に、社会に開かれた教育課程への支援と地域の活性化を図るため、

◦地域と学校が連携・協働して行う多様な活動
◦より多くの地域住民が参画する多様な活動
◦継続可能な連携・協働活動

のコーディネートと推進に取り組んでいます。
例年、延べ10，000人以上の地域の皆さまが様々な形で学校支援に協力いただいています。

地域学校協働本部だより Vol.9




